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「教育費負担軽減・奨学金制度改善に向けたアピール」への
オンラインによる団体賛同・個人署名のお願い

「教育費負担軽減・奨学金制度改善に向けたアピール」への
オンラインによる団体賛同・個人署名のお願い

　大学、短期大学、専門学校を合わせた高等教育機関へ
の進学率が83.8％となる中、奨学金の利用者は大学生の
約半分まで達するなど、高等教育費の私費負担は限界に
達しています。
　一方、日本の出生率は75万人台となり一段と少子化が
進みましたが、その背景の一つには、子育てや教育にお
金がかかりすぎることがあると言われています。
　労福協ではこの現状を改善するため、今秋の臨時国会

および来年の通常国会にかけて、「教育費負担軽減・奨
学金制度改善に向けたアピール」への団体賛同・個人署
名を呼びかけ、政府や国会関係者への働きかけを行って
いきます。公的負担の大幅拡充を実現するには、多くの
国民が声を上げ、世論の後押しが必要となります。
　下記のQRコードからオンラインにてご協力をお願い
いたします。

未来のために行動しよう！あなたの参加が力になります！
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７
月
５
～
６
日
（
金
・
土
）、
新
潟
市
万

代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
社
会
情
勢

の
変
化
の
中
で
新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
人

材
育
成
を
め
ざ
し
た
、
第
11
期
に
い
が
た
福

祉
リ
ー
ダ
ー
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

連
合
、
労
金
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
、

全
港
湾
、
さ
さ
え
あ
い
生
協
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

か
ら
19
名
の
塾
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
牧
野

理
事
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
石
本
専
務
理

事
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
２
日
間

の
日
程
で
５
講
座
を
受
講
し
、
最
後
に
グ

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
行
い
、
１
泊
２
日

で
完
結
す
る
講
座
と
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
し
た
が
、
終
了
間
際
に
は
打
ち
解

け
た
雰
囲
気
と
な
り
中
身
の
濃
い
リ
ー
ダ
ー

塾
と
な
り
ま
し
た
。

◇
第
１
講
座

演　

題
「
競
争
か
連
帯
か
～
日
本
の
労
働
運

動
と
協
同
組
合
の
源
流
を
訪
ね
て
～

戦
後
労
働
運
動
と
労
働
金
庫
・
全
労

済
（
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
）
の

歴
史
を
振
り
返
る
～
」

講　

師　

中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師

高
橋　

均　

氏

◇
第
２
講
座

演　

題
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
時
代
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
～

非
営
利
共
同
セ
ク
タ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
～
」

講　

師　

新
潟
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会　

理
事

吉
崎　

利
生　

氏

◇
第
３
講
座

①
演　

題
「
労
働
金
庫
運
動
の
こ
れ
か
ら
」

講　

師　

労
働
金
庫　

営
業
推
進
部

　
　
　
　

副
部
長　

地
域
共
生
推
進
室
長

石
田
慎
太
郎　

氏

②
演　

題
「
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
運
動

の
基
本
方
向
と
課
題
」

講　

師　

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推

進
本
部
事
業
推
進
部　

部
長

森
山　

真
吾　

氏

◇
第
４
講
座

演　

題
「
協
同
組
合
の
考
え
方
・
仕
組
み
と
、

協
同
組
合
間
の
連
携
の
必
要
性
に
つ

い
て
」

講　

師　

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

研
究
員　

中
野　

理　

氏

◇
第
５
講
座

演　

題「
社
会
運
動
と
し
て
の
労
働
運
動
と
、

労
働
者
協
同
組
合
の
可
能
性
を
考
え
る
」
～

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
／
労
働
者
協
同

組
合
法
の
制
定
施
行
の
意
義
を
踏
ま
え
～

講　

師　

中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師

山
本　

幸
司　

氏

　

な
お
、
第
５
講
座
の
、
山
本
幸
司
氏
の
講

演
内
容
は
、
新
潟
県
労
福
協
Ｔ
Ｖ
（
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
の
で
、
視

聴
願
い
ま
す
。

　

終
了
後
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
レ
ポ
ー
ト

を
提
出
し
、
講
座
を
見
事
に
終
了
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

第
11
期
に
い
が
た
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
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７
月
９
日
（
火
）
第
34
回
新
潟
県
協
同
組

合
間
提
携
研
究
集
会
が
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
、
農
協
、
生
協
、
漁
協
、
森

林
組
合
、
ろ
う
き
ん
な
ど
の
関
係
者
約
２
０

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
～
な
ぜ
漁
業

者
が
木
を
植
え
る
の
か
？
～
と
い
う
演
題
で

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
環
境
部
次
長

の
中
村
信
哉
氏
が
基
調
講
演
を
行
い
、
新
潟

県
労
福
協
も
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
同
組
合
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
連
携
、

協
業
等
に
つ
い
て
考
え
る
い
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

７
月
11
日
（
木
）
東
京
都
千
代
田
区
の
日

本
教
育
会
館
に
お
い
て
中
央
労
福
協
主
催
の

「
事
業
団
体
・
地
方
労
福
協
合
同
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
「
私
と
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

高
等
教
育
費
の
負
担
軽
減
に
向
け
て
」
と
い

う
演
題
で
武
蔵
大
学
教
授
の
大
内
裕
和
氏
の

講
演
を
受
け
、
中
央
労
福
協
で
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
賛
同
・
個
人
署
名
の
取
り
組
み
の

意
義
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
全
国
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

取
り
組
み
や
ろ
う
ふ
く
エ
ー
ル
基
金
助
成
要

綱
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
中
央
労
福
協
に
お

け
る
政
策
・
制
度
実
現
に
関
す
る
申
し
入
れ

と
地
方
に
お
け
る
自
治
体
要
請
に
つ
い
て
な

ど
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Checkししててるる？？
今今年年のの最最低低賃賃金金
……都都道道府府県県ごごととにに毎毎年年見見直直ししさされれてていいまますす。。
ししっっかかりり確確認認ししてて、、楽楽ししくく一一所所懸懸命命にに働働けけるる
よよりりよよいい職職場場ににししてていいききままししょょうう！！

日日本本労労働働組組合合総総連連合合会会新新潟潟県県連連合合会会（（連連合合新新潟潟））
下下越越地地協協・・新新潟潟地地協協・・佐佐渡渡地地協協・・県県央央地地協協・・中中越越地地協協・・柏柏崎崎地地協協・・上上越越地地協協

「「ちちょょっっとと不不安安」」とと思思っったたらら、、すすぐぐににななんんででもも労労働働相相談談ホホッットトラライインンへへ

22002244年年1100月月11日日かからら新新潟潟県県のの

地地域域別別最最低低賃賃金金はは

９９８８５５円
時給

午午後後1100時時～～午午前前55時時にに勤勤務務すするる場場合合

深深夜夜割割増増2255％％をを加加算算
深深夜夜勤勤務務のの場場合合、、少少ななくくとともも深深夜夜割割増増2255％％がが加加算算さされれまますす。。
ここのの他他ににもも、、時時間間外外割割増増やや休休日日割割増増がが加加算算さされれるるケケーーススもも
あありりまますす。。詳詳ししくくはは、、連連合合へへごご相相談談くくだだささいい。。

い ま

ｈｈｔｔｔｔｐｐ：：////ｗｗｗｗｗｗ..jjttuucc--rreennggoo..jjpp//nniiiiggaattaa//
い こう よ れん ごう に

第
34
回

新
潟
県
協
同
組
合
間
提
携
研
究
集
会

中
央
労
福
協

事
業
団
体
・
地
方
労
福
協
合
同
会
議
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7
月
18
日
（
木
）、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
第
２

４
３
回
幹
事
会
お
よ
び
事
業
団
体
責
任
者
会

議
が
静
岡
県
静
岡
市
「
静
岡
県
勤
労
者
総
合

会
館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
は
①
高
等
教
育
費
の
負
担
軽
減

を
求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
に
つ
い
て
、
②

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
経
験
交
流
、
③
２
０
２
４

年
度
代
表
者
会
議
、
④
第
59
回
定
期
総
会
の

開
催
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

事
業
団
体
責
任
者
会
議
で
は
、
ろ
う
き
ん

お
よ
び
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
か
ら
の
現

状
報
告
と
今
後
の
活
動
方
針
が
示
さ
れ
、
福

祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
連

携
強
化
や
共
助
の
拡
大
、
利
用
促
進
な
ど
を

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
（
金
）
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
第
32
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
山
田
会
長
か
ら
は
、
減
少
傾
向
に

あ
る
会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
健
康
保

険
証
の
存
続
も
求
め
て
い
き
た
い
。
国
政
は

政
権
交
代
を
め
ざ
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
取
り
組
み
も
進
め

た
い
と
の
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
議
事
で
は
、「
平
和
で
生
き

生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
ろ

う
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
、活
動
報
告
、

活
動
方
針
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
243
回
幹
事
会
お
よ
び

事
業
団
体
責
任
者
会
議

新
潟
県
退
職
者
連
合

第
32
回 

定
期
大
会
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７
月
29
日
（
月
）
勤
労
福
祉
会
館
に
お
い

て
奨
学
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
３
回
総
会
が
開

催
さ
れ
、
中
央
労
福
協
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
教
育
費
負
担
軽
減
・
奨
学
金
制
度
改
善
に

向
け
た
ア
ピ
ー
ル
」
へ
の
団
体
賛
同
・
個
人

署
名
へ
の
取
り
組
み
や
来
年
３
月
に
実
施
予

定
の
奨
学
生
に
よ
る
成
果
報
告
会
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、活
動
報
告
、

活
動
方
針
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
付
型
奨
学
金
の
必
要
性
が
少
し
ず
つ
認

知
を
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
周
知
や

理
解
不
足
は
否
め
ず
、
社
会
的
な
う
ね
り
を

作
り
出
す
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
活
動
の
強

化
が
必
要
で
あ
り
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
（
火
）
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
お
い
て
、「
新
潟
県
総

合
生
活
協
同
組
合
第
70
回
通
常
総
代
会
」
お

よ
び
「
こ
く
み
ん
共
済 

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ 

新
潟
推

進
本
部　

第
７
回
組
合
員
代
表
者
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
70
回
通
常
総
代
会
」
で
は
、
２
０
２

３
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
２
０
２
４

年
度
事
業
計
画
と
事
業
予
算
等
に
つ
い
て
、

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
70
回
通
常
総
代
会
」
の
あ
と
に
開
催

し
た
「
第
７

回
組
合
員
代

表
者
会
議
」

で
は
、
２
０

２
４
年
度
新

潟
推
進
本
部

活
動
計
画
な

ど
を
審
議
し

採
決
を
行

い
、
す
べ
て

の
付
議
事
項

が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

奨
学
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
３
回
総
会

新
潟
県
総
合
生
活
協
同
組
合

第
70
回
通
常
総
代
会
お
よ
び

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進

本
部
第
７
回
組
合
員
代
表
者
会
議
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新
潟
県
労
福
協
で
は
、
今
年
も
平
和
を
希

求
す
る
取
り
組
み
と
し
て
８
月
９
日
（
金
）

の
始
業
時
や
昼
食
時
を
を
利
用
し
て
、
原
爆

犠
牲
者
追
悼
な
ら
び
に
平
和
祈
念
の
願
い
を

込
め
た
１
分
間
の
黙
と
う
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

多
く
の
団
体
か
ら
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、

実
施
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
（
木
）
茨
城
県
水
戸
市
水
戸
京

成
ホ
テ
ル
に
お
い
て
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
経
験
交
流
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
・
関
東
・
山
梨
・
静
岡
な
ど
の

各
県
か
ら
33
名
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

携
わ
る
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、『
難
病
当
事
者
が
社
会
を
動

か
す
映
画
「
い
ま
ダ
ン
」
を
創
っ
た
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
当
事
者
た
ち
』
と
い
う
演
題
で
映

画
監
督
の
古こ

新に
い　

舜
し
ゅ
ん

氏
か
ら
講
演
を
受
け

ま
し
た
。
続
い

て
日
本
難
病
・

疾
病
団
体
協
議

会
の
活
動
を
事

務
局
長
の
大
坪　

恵
太
氏
か
ら
説

明
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各

県
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
現
状
と
課
題
や
特
徴
的
な
事
例
な
ど

の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
県
か
ら
は
４
名
が
参
加
し
、
新
潟
県

の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
感
想

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

労福協東部ブロック「2024年度ライフサポート事業経験交流」に参加して

　９月５日、水戸市において表記の経験交流会が行われました。当日
は１都10県から33名の役員や相談員が集まり、特徴的事例や懸案事
項について意見交換が行われました。運営資金や相談員のなり手不足
など、今後の事業運営に深刻な問題を抱えている県もありましたが、
共通している課題として出されたていたのは「相談時間とリピーター
対応」が悩みとして挙げられていました。新潟県としては基本的に相
談時間は50分を目安にしていますが、終わらない場合は後日改めて
電話をかけて頂くよう案内をしています。リピーターのカウント方法
もまちまちで新潟県は何回かけてこられても１カウント／月としてい
ますが全てカウントする県もありました。今回特に参考になったのは、
独立映画監督の「古

コ

新
ニイ

舜
シュン

」氏から認識テスト（Youtube）の動画を見
せられたときでした。男女のチームが入り乱れながらボールをパスし
ていて何回パスしたか当てるテストでしたが、目的は回数ではなくパ
ス中にゴリラの着ぐるみを来た人物が横切って行ったことを認識でき
たかどうかでした。パスに気を取られてまったく気が付きませんでし
たが、改めて目や耳からの情報だけに頼っていると大切なことを見落
としてしまうことに気付かされました。
　ライフサポートセンターには日々様々な相談が寄せられますが、相
談者の言い分や問いに対して勝手な予測や先入観、さらには自分の経
験に偏った視点で早急に答えを出してしまわないよう今後も気を付け
ながら相談業務に当たっていかなければならないと再認識しました。

新潟県ライフサポートセンター　
相談員　佐々木光子
相談員　丸山　　斉

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
経
験
交
流

新
潟
県
労
福
協

平
和
を
希
求
す
る
取
り
組
み

　
　
　
　
　

O
ne m

inute silence

こくみん共済coop事業推進部のみなさん

新潟市パーソナルサポートセンターのみなさん
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９
月
18
日
（
水
）
駐
新
潟
大
韓
民
国
総
領

事
館
主
催
の
「
韓
日
ハ
ン
ガ
ウ
ィ
祭
り
ｉ
ｎ

新
潟
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ハ
ン
ガ
ウ
ィ
」
と
は
、
漢
民
族
の
習
わ

し
で
陰
暦
の
８
月
15
日
に
祖
先
祭
祀
や
墓
参

り
を
は
じ
め
と
す
る
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
る

日
本
の
お
盆
に
あ
た
る
祭
日
の
こ
と
で
す
。

秋
夕
、
中
秋
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
韓
国
の
祭

日
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

県
内
で
は
２
０
１
６
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
て
今
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。今
年
は
、

韓
国
で
ド
ラ
マ
主
題
歌
を
多
数
手
掛
け
て
き

た
歌
手
の
Ｓ
ａ
ｎ
ｈ
ａ
さ
ん
が
歌
を
披
露
。

新
潟
市
内
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
韓
国
の
ダ
ン
ク
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
、
テ
コ
ン
ド
ー

の
実
技
、
打
楽
器
共
演
と
い
う
こ
と
で
日
本

の
鼓
童
な
ど
も
登
場
し
、
１
６
０
０
人
の
来

場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

両
国
の
友
好
親
善
が
深
ま
っ
た
す
ば
ら
し

い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

駐
新
潟
大
韓
民
国
総
領
事
館
主
催

韓
日
ハ
ン
ガ
ウ
ィ
祭
り
ｉ
ｎ
新
潟

テコンドーのデモンストレーション 打楽器共演
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長
岡
地
区

 

「
わ
か
り
や
す
い
言
葉
」
で
つ
た
え
よ

う
！

　

第
２
１
３
国
会
が
６
月
23
日
閉
会
し

た
。
自
民
党
の
裏
金
問
題
、
国
民
統
制
を

強
め
た
国
会
だ
っ
た
。
能
登
半
島
地
震
の

一
日
も
早
い
復
興
や
円
安
な
ど
物
価
高
が

求
め
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
を
め
ぐ
る
自
民
党
と
カ
ネ
の
問

題
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
十
分
な
審
議

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

衆
議
院
選
挙
が
近
づ
い
て
い
る
。
岸
田

首
相
の
退
陣
表
明
は
当
然
だ
。
国
民
に
目

を
向
け
て
い
る
議
員
を
選
び
、
一
緒
に
勤

労
者
・
国
民
の
福
祉
向
上
、
生
活
向
上
を

果
た
す
こ
と
が
重
要
だ
。
毎
日
の
生
活
で

は
、
日
常
で
は
な
じ
み
の
な
い
言
葉
が
氾

濫
し
て
い
る
。「
台
湾
有
事
」「
新
自
由
主

義
」
な
ど
な
ど
。
ま
っ
た
く
暗
号
の
よ
う

な
言
葉
だ
。「
わ
か
り
や
す
い
言
葉
」
は
、

い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
？

　

選
挙
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
発
信
が
多

く
の
人
た
ち
の
目
に
と
ま
る
。
実
際
に
そ

の
場
所
に
行
か
な
く
と
も
、
繰
り
返
し
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
者
に
わ
か
る
言

葉
で
発
信
し
、
親
し
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

も
大
切
で
す
。

　
「
な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
」
の
仕
込
み
を
行
っ
て
い
る
。
多
く

の
人
か
ら
参
加
い
た
だ
く
た
め
の
「
わ
か

り
や
す
い
言
葉
」
を
探
し
て
い
る
。
い
ま

で
も
、
世
界
で
は
戦
争
が
い
く
つ
も
起
き

て
い
ま
す
。
憲
法
前
文
に
は
「
全
世
界
の

国
民
が
平
和
に
生
き
る
権
利
が
あ
る
」
と

謳
っ
て
い
る
。

　

平
和
を
追
求
し
、
戦
争
の
な
い
世
界
を

実
現
す
る
べ
く
、
私
た
ち
の
力
は
小
さ
い

が
、
団
結
し
て
闘
う
こ
と
＝
「
な
が
お
か

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
成
功
を
。

　

私
た
ち
の
と
る
道
は
、
こ
の
平
和
憲
法

を
護
る
声
を
上
げ
続
け
、
決
し
て
あ
き
ら

め
な
い
、
あ
き
ら
め
る
わ
け
に
い
き
ま
せ

ん
。

新
潟
地
区

　

9
月
28
日
（
土
）
毎
年
恒
例
の
新
潟
地

区
労
福
協
・
連
合
新
潟
地
協
の
主
催
に
よ

る
「
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
総
勢
１
３
３
名
の
組
合
員
と
そ
の

家
族
が
新
潟
市
江
南
区
大
渕
の
畑
に
集
い

ま
し
た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
収
穫
を
期
待
し
6

月
1
日
に
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

の
よ
う
な
干
ば
つ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
雑
草
の
勢
い
が
凄
く
、
2
度
草
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
部
の
苗
が
生
育
不
良
で
育
た
ず
、
収

穫
量
が
心
配
さ
れ
る
中
で
の
収
穫
祭
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
育
っ
た
苗
か
ら
は
程

よ
い
大
き
さ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
穫
れ
、
参

加
家
族
に
は
自
由
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
選
ん

で
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
「
に
い
が
た
お
米
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
食

堂
へ
も
寄
付
さ
れ
ま
す
。
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

新潟県労福
協

Niigata Letter

Niigata Letter 2021

長
岡
地
区
労
農
フ
ェ
ア
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫

格
闘
中

大きなサツマイモ獲れました

（新潟・サツマイモ収穫体験祭）
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日
韓
交
流
協
定
に
基
づ
く
定
期
交
流
が
９

月
21
日
（
土
）
～
25
日
（
水
）
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

韓
国
労
組

と
の
交
流
で

は
、
両
国
の

労
働
組
合
を

取
り
巻
く
社

会
・
経
済
情

勢
等
の
有
意

義
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

来
年
の
韓

国
か
ら
の
訪
問
団
の
受
け
入
れ
を
最
後
に
国

際
交
流
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
交
流
の
歴
史
や
友
情
は
お
互
い
に
大

切
に
し
て
、
改
善
が
進
み
つ
つ
あ
る
両
国
の

関
係
を
草
の
根
か
ら
支
え
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

代
表
団　

団
長
・
牧
野　

茂
夫
（
労
福
協
）

　
　
　
　

団
員
・
山
田　

浩
之
（
連
合
）

　
　
　
　
　
　
　

小
野
塚　

豊

（
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
）

　
　
　
　
　
　
　

江
口　
　

勉
（
労
福
協
）

ワーク＆ライフセミナーのご案内ワーク＆ライフセミナーのご案内
　県内の各地区労福協では労働者福祉の向上をめざして、
生活に役立つ様々なテーマを設定してワーク＆ライフセミ
ナーを実施します。ぜひ、ご参加ください。（参加費無料）

長岡地区長岡地区

テーマ「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会の実現」

お問い合わせ　0258-86-0111

県央地区県央地区

 第１部　基調講演

 第２部　活動発表

テーマ「連帯・協同でつくる地域の共生社会」

お問い合わせ　0256-32-6363

　「フードバンク事業、子ども食堂、居場所、地域の共生」
小林　淳　氏
　（フードバンク連絡協議会　NPOさんじょう　事務局長）

と　き　11月23日（土祝）　14：00～ 16：45
会　場　三条市立大学　共和松井ホール４F
　　　　　　　　　　（三条市上須頃 5002番地 5）

と　き　12月11日（水）　18：00～
会　場　ヒスイ王国館（糸魚川市大町 1-7-11）

県央地域で活動するNPO団体（フードバンク、
子ども食堂、子ども支援、障がい者支援関係）

糸魚川地区糸魚川地区

お問い合わせ　025-562-3497

糸魚川地区で活躍している NPO やボランティア
団体の紹介

下越地区下越地区

　「医師　中村哲の仕事・働くということ」
 第２部　講演会
　「協同労働で仕事と地域をつくる」
　　　　　講師　川原　隆哲　氏
　　　　　　　　（労働者協同組合ワーカーズコープ・
　　　　　　　　　センター事業団北陸信越事業本部長）

テーマ「協同労働で仕事と地域をつくる」
　 ―協同労働のしくみと可能性、県内事例などー

お問い合わせ　0254-26-3705

と　き　11月16日（土）　13：30～ 15：30
会　場　新潟県職業能力開発短期大学多目的ホール
　　　　　　　　　　　　（新発田市新富町 1-7-21）

 第１部　映　写

第 1 講座
　映画　「子ども会議」上映と能登半島被災地支援報告
と　き　11月２日（土）10：00～ 12：15
会　場　長岡市中央図書館　講堂
開催団体　長岡子ども食堂・地域食堂ネットワーク
第２講座　
　誰もが安心して認知症になれるまちながおかを
　目指した認知症講座
と　き　11月23日（土）14：00～ 16：00
会　場　アオーレ長岡第 2.3 市民協働ルーム
開催団体　ながおか認知症の人と笑顔でい隊
第３講座　
　ノウフクで行う「ひきこもり」支援（仮）
と　き　12月14日（土）13：30～ 16：30
会　場　長岡中央図書館　講堂
開催団体　特定非営利活動法人UNE

　11月から２月までNPOや市民団体と連携して
６講座を開催する。

第４講座から第６講座については後日発表

国
際
交
流

韓
国
労
働
組
合
総
連
盟
ソ
ウ
ル
特
別

市
地
域
本
部
と
の
交
流
団
派
遣
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1524B003

新潟推進本部
(新潟県総合⽣活協同組合)

「こくみん共済 coop」は営利を⽬的としない保障の⽣協として共済事業
を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安⼼とゆとりあ
る暮らしに貢献することを⽬的としています。この趣旨に賛同いただき、
出資⾦を払い込んで居住地または勤務地の共済⽣協の組合員となること
で各種共済制度をご利⽤いただけます。

たすけあいで防災・減災

公式キャラクター
ピットくん

 
＜新潟ろうきん福祉財団では・・・＞ 

 「すべての勤労者、県民の社会的・経済的及び 

文化的地位の向上」に向けて、３つの事業を 

行っています！！ 

 

  ①県民・勤労者の福祉・文化向上に関する事業 

   ●セミナー等開催事業（ワーク＆ライフセミナー、文化講演会など） 

●福祉リーダー養成事業（にいがた福祉リーダー塾） 

  ②ＮＰＯ等地域活動団体助成事業 

  ●NPO 等地域活動団体助成事業（他、調査研究および各種セミナー開催） 

 ③奨学金事業 

   ●高校生に対する奨学金給付事業（昨年度より募集枠上限 100 人に拡大） 

 

〒950-0965 新潟市中央区新光町６番地２ 勤労福祉会館４階 

公益財団法人 新潟ろうきん福祉財団  

                    URL https://.zaidan-hukushi.or.jp 
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【
解
雇
規
制
緩
和
が
論
点
に
】

　

岸
田
内
閣
の
退
陣
が
近
づ
く
な
か
で
、「
政

権
交
代
」
と
い
う
言
葉
が
近
年
に
な
く
現
実

味
を
帯
び
始
め
て
い
る
。
本
稿
執
筆
段
階
で

は
与
党
自
民
党
の
総
裁
選
挙
の
最
終
盤
で
あ

る
が
、
驚
く
べ
き
は
解
雇
規
制
緩
和
を
主
要

政
策
と
す
る
主
張
が
論
点
と
し
て
語
ら
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。

　

本
調
査
報
告
書
で
は
、
２
０
２
１
年
度
の 

「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
労

働
環
境
」
に
関
す
る
調
査
・
研
究
以
来
、
こ

れ
か
ら
の
「
働
き
方
政
策
」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
、
提
言
も
続
け
て
き
た
。「
失
わ
れ
た

30
年
」
と
も
い
う
べ
き
状
況
下
、
雇
用
に
関

わ
る
政
策
等
を
現
代
史
、
同
時
代
史
的
に
も

検
証
し
な
が
ら
、
未
来
を
論
じ
て
い
く
と
い

う
「
当
た
り
前
」
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
９
月
20
日
に
連
合
が
開

催
し
た「
解
雇
規
制
に
関
す
る
緊
急
学
習
会
」

で
は
、
芳
野
会
長
が
「
判
例
の
蓄
積
に
よ
っ

て
形
づ
く
ら
れ
た
重
要
な
解
雇
ル
ー
ル
が
政

争
の
具
と
さ
れ
た
上
、
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
事
の
本
質
を
指

摘
し
て
い
る
。
解
雇
規
制
緩
和
を
豪
語
す
る

「
悔
い
改
め
な
い
」
論
に
は
、
歴
史
的
経
過

を
踏
ま
え
て
厳
し
く
臨
ん
で
い
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
岡
田
浩
人
氏
の
論
じ
た

「
超
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
地
方
で
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
変
え
る

働
き
方
の
可
能
性
と
課
題
」
が
、
私
た
ち
に

示
唆
す
る
も
の
は
多
い
と
考
え
る
。

　

今
回
は
岡
田
氏
の
論
考
を
紹
介
し
た
い
。

【
労
働
者
不
足
、
後
継
者
不
足
が
続
々
と
】

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
物
流
に
か
か
わ
る

「
２
０
２
４
年
問
題
」、「
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
こ
と
か
ら
地
域
社
会
の
担

い
手
や
働
き
手
な
ど
の
人
材
不
足
が
深
刻
化

す
る
『
２
０
２
５
年
問
題
』」
な
ど
、
い
く

つ
か
の
「
２
０
Ｘ
Ｘ
年
問
題
」
が
い
わ
れ
て

い
る
。
岡
田
氏
は
そ
れ
に
加
え
て
、
第
一
次

産
業
分
野
で
の
後
継
者
不
足
、
超
高
齢
社
会

を
支
え
る
介
護
分
野
の
働
き
手
不
足
、
そ
し

て
全
国
に
比
べ
て
深
刻
な
本
県
の
医
師
不
足

な
ど
を
挙
げ
、「
地
域
社
会
の
持
続
性
を
考

え
る
上
で
の
喫
緊
の
課
題
」
と
位
置
付
け
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
政
府
が
掲
げ

て
き
た
の
が
「
デ
ジ
タ
ル
と
規
制
改
革
を
組

み
合
わ
せ
て
課
題
を
解
決
す
る
方
策
を
実
行

す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
岡
田
氏
は
、

そ
の
う
え
で
確
認
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
し
た
作
業
の
効
率
化
で

あ
る
「
Ｉ
Ｔ
化
」
と
異
な
り
、「
デ
ジ
タ
ル

技
術
や
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、仕
事
の
あ
り
方
や
組
織
の
あ
り
方
を『
変

革
』
す
る
よ
う
な
社
会
的
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
」
が
Ｄ
Ｘ
化
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
２

０
２
３
年
10
月
６
日
の
閣
議
決
定
に
よ
り
発

足
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会
議
」
で

は
、「
介
護
事
業
者
向
け
の
Ｄ
Ｘ
支
援
」、「
医

療
Ｄ
Ｘ
」
等
々
、
地
域
・
社
会
の
課
題
解
決

へ
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
る
方
針
を
続
々
と
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

【
そ
れ
で
も
「
デ
ジ
タ
ル
後
進
国
」】

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
の
下
で
は
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
効
果
的

に
社
会
活
動
や
経
済
活
動
に
参
加
し
や
す
く

な
っ
た
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
今

後
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
や
雇
用
創
出
へ
の
期
待
も
い
わ
れ
て

い
る
。
岡
田
氏
は
、
新
潟
県
内
に
お
け
る
民

間
や
自
治
体
な
ど
で
の
Ｄ
Ｘ
化
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
先
進
事
例
も
具
体
的
に
紹

介
し
な
が
ら
、
短
期
間
で
の
大
き
な
効
果
で

は
な
く
、「
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
本

来
取
り
組
む
べ
き
業
務
へ
の
注
力
や
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
一
歩
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
や
自
治
体
に
合
っ
た
方
法
を
模
索
」

す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。
あ
わ
せ
て
、「
高

齢
者
や
地
方
の
人
々
、
経
済
的
弱
者
な
ど
が

『
デ
ジ
タ
ル
格
差
』
に
苦
し
む
可
能
性
」
や

企
業
の
専
門
的
な
人
材
確
保
の
困
難
さ
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
信
頼
性
、
そ
し
て
労
働
市
場

な
ど
、
Ｄ
Ｘ
化
推
進
に
あ
た
っ
て
の
諸
課
題

と
そ
の
克
服
策
に
も
言
及
す
る
。た
し
か
に
、

地
域
・
社
会
の
課
題
解
決
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
化

で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
問
題
が
一
体
と
な
っ

て
克
服
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
解
雇

規
制
緩
和
論
の
問
題
性
は
そ
の
流
れ
で
も
理

解
が
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
際
経
営
開
発
研
究
所
（
Ｉ

Ｍ
Ｄ
）
世
界
競
争
力
セ
ン
タ
ー
の
「
世
界
デ

ジ
タ
ル
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
毎
年

の
よ
う
に
日
本
は
低
迷
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
一
因
に
は
、
女
性
の
研
究
員
の
少
な
さ

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深

い
。「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
な

る
も
の
も
、岡
田
氏
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
以
外
、
具
体
的
な
未
来
図
が
描
け
て
い
な

い
」
の
が
現
実
と
指
摘
す
る
。

　

そ
の
道
し
る
べ
を
示
す
新
し
い
政
権
を
生

み
出
せ
る
か
ど
う
か
、
働
く
人
々
が
「
選
ぶ
」

時
期
は
近
づ
い
て
き
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
岡
田

氏
を
は
じ
め
、
報
告
書
所
収
の
論
考
を
ご
参

照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

齋
藤　

喜
和
）

　

２
０
２
４
年
度
連
載
／
第
３
回

　
　
　
　―

ど
こ
へ
ゆ
く
Ｄ
Ｘ
化
と
働
き
方―

持
続
可
能
な
社
会
と
働
き
方
を
考
え
る

公
益
社
団
法
人 

新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
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中
央
労
福
協
で
は
、
高
等
教
育
費
等
の
負

担
軽
減
と
奨
学
金
制
度
改
善
に
向
け
た
団
体

賛
同
・
個
人
署
名
を
現
在
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
潟
県
労
福
協
も
賛
同
し
活
動
し
て
い
る
。

（
１
ペ
ー
ジ
参
照
）
そ
の
署
名
方
法
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
署
名
用

紙
を
配
っ
て
、
記
入
し
て
、
回
収
す
る
と
い

う
や
り
方
で
育
っ
て
き
た
筆
者
は
、
正
直
面

食
ら
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
大
き
な
時
代
の

変
化
を
感
じ
る
。
確
か
に
、
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
簡
単
に
で
き
る
手
軽
さ
は
称
賛
に
値
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
個
人
署
名
を
し
て
も
ら
っ

た
の
か
の
確
認
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

結
果
、
残
念
な
が
ら
個
人
署
名
の
数
は
思
う

よ
う
に
伸
び
て
い
な
い
。
大
学
生
や
そ
の
家

族
、
こ
れ
か
ら
学
費
を
払
お
う
と
す
る
人
な

ど
を
中
心
に
数
が
伸
び
て
も
い
い
は
ず
な
の

だ
が
…
。
シ
ェ
ア
、
拡
散
と
い
う
言
葉
が
あ

る
が
ア
ナ
ロ
グ
世
代
に
と
っ
て
は
ど
う
し
て

い
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
詳
し

い
人
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
広
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
だ
、
署
名
を
し
て
い
な
い
人
が
い
た

ら
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
最
近
、
私
の
妻
が
会
社

の
メ
ー
ル
に
に
来
た
ろ
う
き
ん
の
名
を
か
た

る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
ひ
っ
か
か
り
、
会

社
の
口
座
番
号
等
を
入
力
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
幸
い
す
ぐ
に
気

付
い
て
ろ
う
き
ん
に
連
絡
し
て
何
事
も
な

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
妻
曰
く
「
ろ
う
き
ん
は

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と

思
っ
た
。」
と
訳
の
わ
か
ら
な
い
ろ
う
き
ん

讃
美
の
言
い
訳
を
し
た
。
思
い
込
み
と
は
恐

ろ
し
い
も
の
だ
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

信
用
さ
れ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
が
、
逆
に

詐
欺
に
使
わ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る

の
だ
と
感
じ
た
。
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
名
乗
る
怪
し
い
電
話
も
出
て
い
る
そ

う
だ
。
若
者
に
も
投
資
詐
欺
の
被
害
が
で
て

い
る
と
い
う
。
ど
う
か
皆
さ
ま
も
注
意
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。（

新
光
町
の
疾
風
怒
涛
）

今 後 の 日 程
10月 11日（金）中央労福協ライフサポートセンター実務

者・相談員研修会　　 （東京都千代田区）

15日（火）地区労福協事務局長会議（勤労福祉会館）

17日（木）消費生活ネットワーク第４回理事会（ｃｏｏｐ会館）

18日（金）～23日（水）
国際交流事業中国訪問　　 （代表団５名）

19日（土）新潟地区ワーク＆ライフセミナー（ユニゾンプラザ）
小千谷地区ワーク＆ライフセミナー（小千谷楽集館）

24日（木）新潟市PS第7回支援調整会議（勤労福祉会館）

25日（金）中央労福協第３回生活・就労支援連絡会議（Web）

29日（火）連合新潟年次大会　　　　（東映ホテル）

11月 ２日（土）長岡地区ワーク＆ライフセミナー①（長岡市中央図書館）

４日（月）第34回勤労者駅伝大会  （ビッグスワン）

９日（土）～10日（日）
第11回生活困窮者自立支援全国研究交
流大会　　　　　　　　（愛知県東海市）

13日（水）第149回理事会　　　　（勤労福祉会館）

16日（土）下越地区ワーク＆ライフセミナー
（新発田市新潟県職業能力開発短期大学）

19日（火）地域活動交流集会　　　　（東映ホテル）

23日（土）県央地区ワーク＆ライフセミナー（三条市三条市立大学）
長岡地区ワーク＆ライフセミナー②（アオーレ）

28日（木）新潟市PS第8回支援調整会議（勤労福祉会館）

29日（金）中央労福協加盟団体代表者会議  （Web）

12月 ４日（水）東部ブロック協議会第59回定期総会（神奈川県横浜市）

10日（火）消費者志向経営普及啓発セミナー（メディアシップ）

11日（水）糸魚川地区ワーク&ライフセミナー（ヒスイ王国館）

14日（土）長岡地区ワーク＆ライフセミナー③（長岡市中央図書館）

19日（木）新潟市PS第9回支援調整会議（勤労福祉会館）

10：45　開会式
11：30　スタート
14：30　閉会式（予定）

応援よろしくお願いいたします。

第34回 勤労者駅伝大会を開催第34回 勤労者駅伝大会を開催
2024年11月４日（月・祝）、デンカビッグスワンスタジアムにて
第34回勤労者駅伝大会を開催いたします。

編
集
後
記


